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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
、
6
3
0
万
３
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
21
億
2
6
3
0
万
３
千
円
と
し
ま

す
。

〈
内
容
〉

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
保
険
証
の
一
体
化

対
応
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

6
3
0
万
３
千
円
。

６
月
定
例
議
会

会
期
●
6
月
6
日
〜
6
月
10
日

　

令
和
６
年
第
２
回
定
例
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
12
件
が
審
議

さ
れ
、
議
案
11
件
を
原
案
通
り
可
決
、

承
認
し
、
１
件
を
否
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
報
告
１
件
、
諮
問
１
件
、

議
員
発
議
２
件
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、

全
て
原
案
通
り
可
決
、
適
任
と
認
め
ま

し
た
。

　

請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
、
陳

情
１
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
い
た

し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
、
２
億
7
1
2
5
万
９
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
66
億
7
9
2
5
万
９
千
円

と
し
ま
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

定
額
減
税
調
整
給
付
金
１
億
2
0
7

万
円
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付

金
１
億
7
5
0
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
利
用
者
助

成
金
3
8
3
6
万
円
な
ど
。

九
十
九
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

満
３
歳
以
上
の
児
童
に
係
る
保
育
士

等
の
配
置
基
準
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

・ 

満
３
歳
以
上
〜
満
４
歳
未
満
…
20
人

↓
15
人

・
満
４
歳
以
上
…
30
人
↓
25
人

財
産
の
取
得

　

町
消
防
団
第
７
分
団
第
１
部
に
配
備

し
て
い
る
消
防
自
動
車
を
更
新
す
る
た

め
、
購
入
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

取
得
財
産
…
消
防
自
動
車（
１
台
）

契
約
の
相
手
方
…
㈱
野
口
ポ
ン
プ
製
作
所

契
約
金
額
…
2
5
1
1
万
7
1
0
0
円

（
税
込
）

契
約
の
締
結

　

片
貝
防
災
備
蓄
倉
庫
兼
津
波
避
難
施

設
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
否
決
し
ま
し
た
。

契
約
内
容
…
片
貝
防
災
備
蓄
倉
庫
兼
津

波
避
難
施
設
建
設
工
事

契
約
の
相
手
方
…
浅
岡
建
設
㈱

契
約
金
額
…
１
億
5
2
3
5
万
円（
税
込
）

契
約
の
締
結

　

旧
作
田
保
育
所
解
体
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結
し
ま
す
。

契
約
内
容
…
旧
九
十
九
里
町
立
作
田
保

育
所
解
体
工
事

契
約
の
相
手
方
…
大
葉
開
発
㈱

契
約
金
額
…
8
7
0
1
万
4
4
0
0
円

（
税
込
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
議
会

の
意
見
を
求
め
る
こ
と

　

人
権
擁
護
委
員
の
古
川
比
呂
子
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
古
川
氏
が
推
薦
さ
れ
、
議
会
で
適
任

と
認
め
ま
し
た
。
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谷川 優子 議員 ................
◆データヘルス計画について

◆介護保険制度の負担軽減について

◆国民健康保険の負担軽減について

松井 由美子 議員 ...........
◆自転車ヘルメットについて

◆高齢者・障がい者福祉について

◆熱中症対策について

◆防災対策について

p4

西村 みほ 議員 ................
◆農業振興地域整備計画全体見直
しについて

◆両総土地改良区第9工区（豊海
地区）の再整備について

◆子育て支援について

p5

p6

善塔 道代 議員 ..............
◆SDGsの目標達成に向けた取り
組みについて

◆各種助成について

◆職員の現状について

◆要保護児童対策地域協議会につ
いて

p7

九
十
九
里
町
の

九
十
九
里
町
の

　
　
　
　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

　
　
　
　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

九
十
九
里
町
の

　
　
　
　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

※紙面の都合により掲載できなかった質問内※紙面の都合により掲載できなかった質問内
容は、町のホームページからご覧いただけ容は、町のホームページからご覧いただけ
ます。ます。

九十九里町 議会会議録 検索索

一般質問
6月定例議会

傍聴人数

でした。

今回は、

19人
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で
受
診
す
る
と
き
は
、
１
、
０ 

０ 

０
円

の
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
負
担
軽
減

　 

問 　
65
歳
に
な
る
と
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
か
ら
介
護
保
険
制
度
に
切
り
替

わ
り
、
利
用
料
の
１
割
負
担
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
市
町
村
が
認

め
る
こ
と
に
よ
り「
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
」が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
障
害
者
へ
の
介
護
支
援
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】利
用
者
負
担
が
増
額
に

な
る
場
合
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
額
を
障
害
福
祉
制
度
に
よ
り

「
新
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給

付
費
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 

問 　
生
活
困
窮
す
る
高
齢
者
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
介

護
保
険
事
業
財
政
調
整
交
付
基
金
」

が
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
町
独
自
の
減
免
対
象
の
拡
充
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
町

の
見
解
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】限
度
額
を
超
え
た
場

国
民
健
康
保
険「
第
３
期
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

　 

問 　
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」は
40
歳

か
ら
74
歳
を
対
象
に
、
住
民
の
健
康

保
持
増
進
の
た
め
に
市
町
村
に
導
入

さ
れ
た
保
健
事
業
計
画
で
す
。
町
の

課
題
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】生
活
習
慣
に
関
係
す
る

疾
病
が
多
く
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
50
歳
代
の

特
定
健
診
率
が
低
い
こ
と
が
、
課
題

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　 

問 　
国
で
は
特
定
保
健
指
導
実
施
率

60
％
以
上
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。

答
【
町
長
】町
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で

実
施
し
て
い
る
集
団
健
診
は
無
料
で
す
。

集
団
健
診
を
受
診
で
き
な
い
場
合
に

は
、
町
と
契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関

合
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
制
度

が
あ
り
、
ま
た
、
施
設
入
所
及
び
施

設
へ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し

た
時
、
居
住
費
に
つ
い
て
も
限
度
額

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
介
護
保

険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
所
得
の
低

い
方
に
は
上
限
額
が
低
く
設
定
さ
れ

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 

問 　
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
現
在

の
減
免
制
度
は
、「
震
災
な
ど
大
災

害
や
失
業
な
ど
に
よ
る
著
し
い
収
入

の
減
少
ま
た
家
族
全
員
が
非
課
税
」

な
ど
の
厳
し
い
要
件
が
あ
り
、
容
易

に
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
使
い

や
す
い
減
免
制
度
が
必
要
と
思
う
が

町
の
見
解
は
ど
う
で
す
か
。

答
【
町
長
】介
護
保
険
料
は
、
13
段

階
の
負
担
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
所
得
が
低
い
場
合
に

は
、
保
険
料
負
担
も
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
九
十
九
里
町
介
護
保
険
条
例

で
定
め
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
減
額
や
免
除
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
必
要
な
方
に
減
免

制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
を
周

知
し
ま
す
。

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
支
援
強
化

　 

問 　
高
齢
者
に
寄
り
添
い
生
活
相
談

か
ら
困
難
事
例
の
対
応
ま
で
行
う
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
責

任
は
重
要
で
す
。
職
員
の
配
置
基
準

と
委
託
料
な
ど
の
支
援
強
化
に
つ
い

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答
【
町
長
】高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
い
、
高
齢
者
に
対
す
る
細
や
か
な

支
援
に
あ
た
る
た
め
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
う
包

括
的
支
援
業
務
を
、
介
護
保
険
法
施

行
規
則
に
規
定
す
る
配
置
基
準
に
基

づ
き
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
３
人
の
専
門

職
を
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
業

者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
総
合
相
談

支
援
か
ら
要
支
援
者
に
対
す
る
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
権
利
擁

護
支
援
幅
広
く
対
応
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
。
支
援
体
制
の
充
実
、
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

重い税負担　住民にやさしい町政を！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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「農業」で地域活性化！

り
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度
に
協
議

を
一
旦
中
断
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

受
付
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

両
総
土
地
改
良
区
第
９
工
区

（
豊
海
地
区
）の
再
整
備

　 

問 　
再
整
備
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

は
、町
は
現
状
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】ほ
場
の
整
備
は
、
地
域

の
農
業
・
農
地
を
将
来
ど
う
し
て
い
く

の
か
を
地
域
単
位
、
つ
ま
り
工
区
単
位

で
話
し
合
い
、
工
区
自
ら
が
整
備
方

針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
、
当
該
工
区
か
ら
具

体
的
な
整
備
方
針
は
示
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
町
と
し

て
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い
考
え
で
す
。

　 

問 　
町
全
体
の
農
業
振
興
を
図
る
上

で
、
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
計
画
が

あ
る
の
か
。

答
【
町
長
】ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は

将
来
に
わ
た
り
営
農
を
継
続
す
る
う

え
で
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
町
は
こ
れ
ま
で

の「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」に
将
来
の
農

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
全
体

み
な
お
し

　 
問 　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
全
体

見
直
し
を
開
始
し
た
年
度
と
進
捗
状

況
は
。

答
【
町
長
】平
成
10
年
当
時
に
作
成

し
た
農
業
振
興
地
域
図
を
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
に
か
け
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

県
の
協
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
現
在
は
、
農
地
の
現
況
を
整
理

し
な
が
ら
デ
ー
タ
の
修
正
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　 

問 　
現
在
、
個
別
の
変
更
申
し
出
受

付
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】令
和
３
年
度
か
ら
農
振

農
用
地
の
除
外
申
請
を
停
止
し
て
お

地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し
た「
地
域

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今

後
の
ほ
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
う

し
た
新
制
度
の
特
徴
を
う
ま
く
活
用

し
て
、
各
工
区
で
進
め
る
こ
と
が
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　 

問 　
町
と
工
区
が
両
輪
と
な
っ
て
計

画
を
進
め
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答
【
農
林
水
産
課
長
】町
と
し
て
協

力
を
惜
し
む
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
工
区
の
中
に
は
様
々
な
経
営
体

が
あ
り
、
将
来
の
農
業
経
営
に
つ
い

て
も
意
見
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
地
域
の
課
題
を
洗
い
出

し
、
地
域
の
中
で
解
決
し
て
く
こ
と

が
先
決
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

　 

問 　
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま

で
一
貫
し
た「
伴
走
型
相
談
支
援
」に

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
。

答
【
町
長
】伴
走
型
相
談
支
援
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
の
妊
婦
お
よ
び
０

歳
か
ら
２
歳
の
乳
幼
児
を
養
育
す
る

子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
後
に
お
い
て
面
談
を
行
う
も

の
で
、
原
則
対
面
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和

６
年
10
月
か
ら
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
伴
走
型
相
談
支
援

に
つ
い
て
も
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
を

取
り
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　 

問 　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
窓
口
に
つ

い
て
国
は
民
間
委
託（
小
児
科
、
産

婦
人
科
、
助
産
師
）も
推
奨
し
て
い

る
が
、
本
町
の
考
え
は
。

答
【
健
康
福
祉
課
長
】民
間
委
託
に

よ
る
相
談
支
援
も
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
町
保
健
師
に

よ
る
対
応
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

西
にし

村
むら

 みほ 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

町内ほ場町内ほ場
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答
【
総
務
課
長
】本
年
度
よ
り
開
始

さ
れ
ま
し
た「
千
葉
県
自
転
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
事
業
補
助
金
」

な
ど
も
活
用
し
つ
つ
、
令
和
７
年
４

月
か
ら
助
成
出
来
る
よ
う
勧
め
て
お

り
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉

　 

問 　
加
齢
に
よ
り
、
耳
が
聞
こ
え
に

く
い
方
へ
の
支
援
と
し
て
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
の
役
場
窓
口
へ
の
配
備
は
。

答
【
町
長
】軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、
耳
の
周
辺
の
軟
骨
に
振
動
を
与

え
て
音
を
伝
え
る
技
術
で
あ
り
、
加

齢
な
ど
に
よ
り
、
耳
の
聞
こ
え
に
く

さ
を
感
じ
る
方
と
の
会
話
を
支
援
す

る
機
器
と
し
て
、
一
部
の
自
治
体
や

金
融
機
関
で
導
入
さ
れ
て
い
る
と
承

知
し
て
お
り
ま
す
。
現
状
に
お
き
ま

し
て
は
、
窓
口
で
会
話
が
聞
き
取
り

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　 

問 　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
へ

の
助
成
は
。

答
【
町
長
】自
転
車
死
亡
事
故
の
約

65
％
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
お

り
、
頭
部
を
守
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
す
べ
て
の
自
転
車
利
用
者
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
が
努

力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
民

の
交
通
事
故
被
害
の
軽
減
と
安
全
運

転
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
時
期
と
し
て
実
際
に
町
民
が
助

成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
い
つ
頃
か
。

に
く
い
方
に
は
、
筆
談
を
交
え
る
な

ど
本
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
導
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
行
事
例
を
参
考

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重
症
心

身
障
が
い
児
者
の
支
援
は
。

答
【
町
長
】本
町
で
は
医
療
的
ケ
ア

な
ど
を
必
要
と
し
な
が
ら
在
宅
で
暮

ら
す
障
が
い
児
者
や
そ
の
家
族
に
対

し
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
令
和
６
年
３
月
よ

り
、
新
た
に
給
付
種
目
に「
非
常
用

電
源
装
置
」や「
足
踏
み
式
・
手
動
式

た
ん
吸
引
器
」を
追
加
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
山
武
圏
域

自
立
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、
山
武

郡
市
内
の
関
係
者
と
医
療
的
ケ
ア
児

者
に
係
る
諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
者
に

関
す
る
勉
強
会
や
意
見
交
換
会
を
通

じ
、
医
療
的
ケ
ア
児
者
の
支
援
に
必

要
な
情
報
の
収
集
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

熱
中
症
対
策

　 

問 　
公
共
施
設
の
一
部
を
休
憩
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
開
放
す
る「
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー（
冷
房
施
設
）」の
導

入
は
。

答
【
町
長
】４
月
１
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
、
改
正
気
候
変
動
適
応
法
第
21

条
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
長
は
、

熱
中
症
に
よ
る
住
民
の
健
康
被
害
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
と
し

て
、
指
定
暑
熱
避
難
施
設
、
一
般
名

称「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年

５
月
29
日
付
け
で
役
場
、
中
央
公
民

館
、
つ
く
も
学
遊
館
、
保
健
セ
ン
タ

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ビ
ー
を
暑
熱
避
難

施
設「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」と

し
て
指
定
し
、
各
施
設
の
開
放
可
能

日
や
受
入
可
能
人
数
を
公
表
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
住
民
へ
の
周

知
を
徹
底
し
、
住
民
の
熱
中
症
予
防

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

松
まつ

井
い

 由
ゆ

美
み

子
こ

 議員

高齢者や障がい者が安心して暮らせる町づくりを！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

軟骨伝導イヤホン軟骨伝導イヤホン
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官民一体でSDGｓの取り組みを！

　

事
業
に
よ
っ
て
は
、
相
当
程
度
高

い
目
標
を
掲
げ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
引
き
続
き
全
庁
を
挙
げ
て
各

事
業
の
進
捗
に
尽
力
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
S
D
G
s
の
目
標
13「
気
候
変

動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め

の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
」に
対
し
、

気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】気
候
変
動

対
策
は
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
引
き
継

ぐ
た
め
に
、
現
在
の
大
人
た
ち
が
重

大
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
対
策
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
る
一
方
、
行
政
機
関

の
取
組
だ
け
で
は
、
そ
の
責
任
は
十

分
に
果
た
せ
な
い
と
も
感
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、

住
民
の
皆

様
に
も
ご

協
力
を
い

た
だ
け
る

よ
う
努
め

て
ま
い
り

た
い
と
思

い
ま
す
。

S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み

　 
問 　
九
十
九
里
町
第
５
次
総
合
計
画

に
記
載
さ
れ
て
い
る
S
D
G
s（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）の
目
標
全
体

の
状
況
は
。

答
【
企
画
政
策
課
長
】総
合
計
画
で

は
、
産
業
・
福
祉
・
環
境
な
ど
各
分

野
の
１
２
６
の
事
業
を
S
D
G
s
の

取
組
と
し
て
位
置
付
け
、
こ
の
う
ち

95
の
事
業
で
、
進
捗
状
況
を
評
価
す

る
た
め
の
目
標
数
値
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
目
標
設
定
の
事
業
期
間
は
令

和
７
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
令
和
５
年
度
末
で
は
、
42
の
事

業
で
目
標
値
を
達
成
し
て
お
り
、
達

成
率
は
44
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
助
成

　 

問 　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
に
つ
い
て
は
３
回
目
の
質
問
と
な

る
が
、
助
成
で
き
な
い
理
由
は
。

答
【
健
康
福
祉
課
長
】任
意
接
種
の

助
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
山
武
郡
内
の
担
当
者
会
議
に
お

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
際
に
、
複

数
種
類
あ
る
任
意
接
種
の
対
象
疾
病

と
の
均
衡
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
の
で
、

町
と
し
て
は
、
国
の
検
討
状
況
に
注

視
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
意

見
交
換
や
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
病
気
や
け
が
で
髪
を
失
っ
た
ヘ

ア
ロ
ス
の
人
を
支
え
る
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア（
外
見
）に
対
し
て
、
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
購
入
費
助
成
制
度

の
導
入
は
。

答
【
町
長
】令
和
５
年
度
か
ら
千
葉

県
に
お
い
て
、
が
ん
患
者
の
生
活
の

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
千
葉
県
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
支
援
事
業
」が
開
始
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
本
町
と
し
て
も
、
が

ん
治
療
に
よ
っ
て
生
じ
た
外
見
の
変

化
を
カ
バ
ー
す
る
支
援
は
、
患
者
が

負
う
心
理
的
及
び
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
の
必
要
な
サ
ポ
ー
ト

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

実
施
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　 

問 　
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
【
町
長
】支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
や
保
護
者
、
支
援
を
求
め
る
妊
婦

の
た
め
に
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
設
置
要
綱
に
基
づ
い
て
会
議
を

実
施
し
、
特
に
個
別
の
事
案
が
生
じ

た
と
き
は
、
具
体
的
な
支
援
内
容
を

検
討
し
、
支
援
に
向
け
た
協
議
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

【
社
会
福
祉
課
長
】今
後
は
、
代
表
者

会
議
、
実
務
者
会
議
を
開
催
し
、
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
未
然
防
止
や
相
談
体
制
の
構

築
を
行
い
、
要
保
護
児
童
等
へ
、
よ

り
適
切
な
支
援
が
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【九十九里町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例】
過疎地域における事業用設備を取得した場合等の固定資産税の課税免除等に係
る適用期間の延長による改正

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて
【九十九里町町税条例の一部を改正する条例】
定額減税による改正

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 3 号

令和6年度九十九里町一般会計補正予算（第1号）
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 4 号

令和6年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第1号）
人件費による増額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 5 号

令和6年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 6 号

九十九里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
課税限度額の引上げおよび減額の対象となる所得基準の引上げのための改正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 7 号

九十九里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について
2ページ参照

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 8 号

九十九里町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
「デジタル原則に照らした規制の見直し一括プラン」に基づく改正

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ×

議 案
第 9 号

財産の取得について
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第10号

契約の締結について
2ページ参照 否　決 × × × × × × ○ － × × × × ○ ×

議 案
第11号

契約の締結について
2ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ × × ○ － ○ ○ ○ × ○ ○

議 案
第12号

九十九里町道及び東金市道が重複する部分の道路の管理の方法に関す
る協議について
道路法第16条第2項の規定により議会で議決

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮 問
第 1 号

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて
2ページ参照 適　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願・陳情
請 願
第 1 号

「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書
文教民生常任委員会｢採択｣､ 本会議｢採択｣ 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

請 願
第 2 号

「国における2025年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書
文教民生常任委員会｢採択｣､ 本会議｢採択｣ 採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳 情
第 1 号

「日本政府に核兵器禁止条約の参加・署名・批准を求める意見書」提出
を求める陳情書
総務経済常任委員会｢不採択｣､ 本会議｢不採択｣

不採択 × × × × × × × － × × × × × ○

《追加議案》
議員提出議案
発 議
第 1 号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について
内閣総理大臣などへ意見書を提出 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 議
第 2 号

国における2025年度教育予算拡充に関する意見書について
内閣総理大臣などへ意見書を提出 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（中村義則議員）は採決に加わりません。
町長提出報告 ※報告のみ（採決なし）
報 告
第 1 号

令和5年度九十九里町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
10事業について、令和5年度内に事業が完了せず、支出が終わらなかったため、その繰越額や財源内訳を報告

令和6年6月定例議会審議結果を公開
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請願・陳情ってなに？

　みなさんが町政に関することで、町議会に直
接要望や意見があるときに活用していただきた
い制度が請願および陳情です。請願は憲法等に
保障された「請願権」の趣旨に従い、国または
地方公共団体の機関に対して、その職務に関す
る事柄について文書で希望を申し述べるもの
で、議員の紹介が必要です。
　一方、陳情は、どなたでも提出することがで
きます。個人でも未成年や外国人はもちろん、
法人や、法人格を持たないPTAなどの団体で
も提出することができます。

　講師からの「住民に活動が見えなければ、住民の信頼を得る事ができない」というお言葉
がとても印象に残りました。
　高齢者から若い世代の方に理解していただける内容とし、まずは手に取っていただける誌
面づくりに努めてまいります。

町村議会広報研究会（７月５日開催）
議会広報先進地の事例を参考にしながら、
編集技術等について研修を受けました。
【講師】議会広報サポーター 芳野政明氏 

令和○年○月○日

九十九里町議会議長　○ ○ ○ ○ 様

 （代表者の）住所　○○○○○○○○○
 （代表者の）氏名　○ ○ ○ ○ 印
 　紹介議員氏名　○ ○ ○ ○ 印

※陳情は紹介議員不要です。

○○○○○に関する請願（陳情）

趣旨・理由

請願（陳情）書　記載例

議会用語

感　想

行ってきま
した！
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▲小川町UECHUレンタルキッチン・カフェスペース
（旧上野台中学校保健室）の様子

▲小川町UECHU（旧上野台中学校）前にて

▲小川町UECHUミーティングルーム（旧上野台中学校職員室）にて

埼玉県小川町
【視察先】
・UECHU
　（旧上野台中学校）
【目的】
廃校になった旧上野台中
学校の利活用について、視
察研修で学んできました。

【境町】
・ 生活環境が充実・整備された地
域を増加させることによって、
人口が増え、町が大きく発展し
て行く仕組みづくりに取り組ん
でいる。行政運営で一番重要
な、財源の確保や税収の増大へ
の取組みが、特化している、と
の印象を受けました。
・ 境町の研修で心に残った言葉
は、「行政と議会は同じ方向を
見ている」と言われたことです。
町を良くするための目的が住民
のために向いていれば、それも
可能だと思いますし、そう心掛
けて活動してまいります。

研修レポートより 【小川町】
・ 中学校跡地をリノベーションして、レンタルスペースとして利
活用する取り組みを見学しました。高齢者の建物を建てるよう
ですが、九十九里町の学校統廃合にも、旧校舎の解体だけでは
なく、住民が活用できる建物に生まれ変わるといいと思いまし
た。
・ 人口減少によって生じた、行政の余剰所有物の利活用。どこの
自治体の住民にとっても大事なテーマで、今回拝見してきたケ
ースを通して、住民が知恵と力を出せるよう、行政にはいまま
で以上の努力が求められると感じました。私ども九十九里町に
おいても小学校の統廃合を目前に喫緊の課題と認識をし、取り
組む必要性を強く感じます。

【両自治体】
先進自治体には必ず要となる人物（首長、職員、住民）がおり、そ
の目標に向かって迷いなく一直線に施策を行い、またそれが行政
と議会が同じ方向を向き、一体となって進めているという点に感
銘を受けました。本町に生かせる点は要望してまいりたいと思い
ます。
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▲境町㈱セネック 自動運転バス遠隔監視室にて▲境町㈱セネック 自動運転バス遠隔監視室にて

▲境町アーバンスポーツパークにてBMXを披露していただきました

▲境町子育て支援センターの様子

茨城県境町
【視察先】
・㈱セネック（自動運転バス遠隔監視室）
・境町アーバンスポーツパーク
・S-wave（人工サーフィン施設）
・PFI住宅
・ さかい子育て支援センター S-WORK+KIDS
・道の駅さかい
【目的】
子育て支援、移住定住への取り組みについて視察
研修で学んできました。

茨城県境町・埼玉県小川町茨城県境町・埼玉県小川町
行政視察研修に行ってきました‼行政視察研修に行ってきました‼
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※本案はおおむねの日程であり、
招集日前の議会運営委員会で
協議されます。

9月定例議会予定

9
月

 5日㈭ 開会／一般質問
 6日㈮ 一般質問
10日㈫ 議案質疑・採決／決算説明
12日㈭ 総務経済常任委員会
13日㈮ 総務経済常任委員会
17日㈫ 文教民生常任委員会
18日㈬ 文教民生常任委員会
20日㈮ 決算質疑・採決・閉会

議会活動日誌

4
月

4日 転入教職員合同着任式

5日 東金市外三市町清掃組合議会
全員協議会・臨時会

9日
九十九里中学校入学式

議会だより編集委員会

10日 九十九里町内小学校入学式

22日 例月出納検査

23日 自治区連絡協議会　総会

29日 海開き式

5
月

8日 議会だより編集委員会

10日 真亀川をきれいにする協議会　定期総会

13日 真亀川改修期成同盟会　通常総会

15日 防犯組合連合会　定期総会

16日 国民健康保険運営協議会

17日 山武郡市広域行政組合議会　臨時会

20日 例月出納検査

25日 豊海小学校、片貝小学校　運動会

27日
議会運営委員会

全員協議会

28日 山武郡市議会議長会　臨時総会

6
月

1日 九十九里中学校体育祭

6日

6月定例議会

総務経済常任委員会

文教民生常任委員会

9日 山武消防ポンプ操法大会

10日
6月定例議会

議会だより編集委員会

15日 千葉県誕生150周年記念事業フィ
ナーレイベント

20日 例月出納検査

25日
議会行政視察研修

26日

27日

公営企業会計決算審査

作田川改修期成同盟会　通常総会

主要地方道飯岡一宮線バイパス建
設促進期成同盟会　通常総会

委員長　西 村 み ほ　　副委員長　善 塔 道 代
委　員　内 山 菊 敏　　原 田 教 光　　小 川 浩 安
　　　　松井由美子　　阿 井 賢 一　　小野谷元伸

議会だより
編集委員会

ご意見・ご感想などのあて先
〒283-0195　九十九里町片貝 4099番地
九十九里町議会事務局
九十九里町　議会事務局　お問い合わせ 検索

6／15 千葉県誕生150周年記念事業フィナーレイベント

2024年4月～6月

九十九里町 議会 検索
６月定議例会に行われた詳しい内容は、
町のホームページをご覧ください。

4,554人が参加したものの、基準60秒に3秒足らず、記録更新とな
りませんでした。

「手首をつないだ人の最も
長い列」の記録更新の挑戦
に議員も参加しました！

議員も
参加しました！

ギネス世界記録™ギネス世界記録™

町おこしニッポン町おこしニッポン
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